
敦
煌
写
本
「
伍
子
胥
変
文
」
に
つ
い
て

二
五

敦
煌
写
本
「
伍
子
胥
変
文
」
に
つ
い
て 

―
―
そ
の
娯
楽
性
―
―

伊
藤
美
重
子
　
　

は
じ
め
に

春
秋
時
代
の
楚
の
賢
臣
・
伍
奢
の
息
子
・
伍
子
胥
（
名
は
員
）
の
仇
討
ち
物
語
は
、『
史
記
』
伍
子
胥
列
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
。
楚

の
平
王
が
太
子
の
妃
と
し
て
迎
え
る
秦
の
穆
公
の
娘
の
美
し
さ
を
耳
に
し
て
、
佞
臣
・
費
無
忌
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
自
分
の
妃
に
し

た
こ
と
を
伍
奢
が
諫
め
た
こ
と
に
端
を
発
す
。
父
の
伍
奢
と
兄
の
子
尚
は
殺
害
さ
れ
、
子
胥
は
父
と
兄
の
仇
討
ち
を
決
意
し
て
呉
に

逃
れ
、
楚
を
伐
ち
、
父
兄
殺
害
の
怨
み
を
す
す
ぐ
。
そ
し
て
呉
と
越
の
抗
争
の
な
か
で
、
呉
の
佞
臣
・
宰
嚭
の
讒
言
に
よ
り
呉
王
か

ら
死
を
賜
わ
り
、
悲
劇
的
な
最
後
を
遂
げ
る
。
伍
子
胥
の
故
事
は
『
春
秋
左
伝
』『
国
語
』『
戦
国
策
』『
呂
氏
春
秋
』『
呉
越
春
秋
』

『
越
絶
書
』
な
ど
の
歴
史
書
の
み
な
ら
ず
、『
楚
辞
』『
荘
子
』『
説
苑
』『
論
衡
』
な
ど
に
も
記
載
さ
れ
、
伍
子
胥
故
事
は
様
々
な
変
遷

を
た
ど
る纊
。

敦
煌
文
献
に
も
伍
子
胥
の
話
を
書
写
す
る
写
本
が
あ
り
、「
伍
子
胥
変
文
」
と
擬
題
さ
れ
て
い
る
。
伍
子
胥
変
文
に
関
す
る
初
期
の

研
究
に
、
劉
修
業
「
敦
煌
本
〈
伍
子
胥
変
文
〉
之
研
究
」（『
天
津
大
公
報
図
書
副
刊
』
一
九
三
七褜
）、
蘇
瑩
輝
「
論
敦
煌
本
史
伝
変
文
与

中
国
俗
文
学
」（『
東
海
大
学
図
書
館
学
報
』
第
六
期
、
一
九
六
四鍈
）、
根
本
誠
「
中
国
文
学
の
一
特
徴
―
伍
子
胥
変
文
の
人
物
描
写
の
限
界
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二
六

性
（
上
・
下
）」（（
上
）『
東
洋
文
学
研
究
』
一
四
、
一
九
六
六
、（
下
）『
同
上
』
一
五
、
一
九
六
七
）
が
あ
る
。

デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
（D

avid  Johnson

）“T
he  W

u T
zu-hsü P

ien-w
en  and Its  Sources

（
伍
子
胥
変
文
と
そ
の
起

源
）”（P

art 1, H
arvard Journal of A

siatic  Studies, V
ol. 40-1, P

art 2, V
ol. 40-2

、1980

銈
）
は
、
伍
子
胥
故
事
、
伍
子
胥
信
仰
に
関
す
る
多

く
の
資
料
を
提
示
し
て
、
伍
子
胥
変
文
の
特
質
と
そ
こ
に
み
え
る
故
事
の
来
源
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
伍
子
胥
変
文
が
民
間
の
伝
承

を
多
く
含
む
『
呉
越
春
秋
』
か
ら
多
く
取
材
し蓜
、
職
業
的
な
「
説
書
人
（storyteller

）」
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
伍
子

胥
祭
祀
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
金
文
京
「
読
書
ノ
ー
ト
「
伍
子
胥
列
伝
」
と
「
伍
子
胥
変
文
」
―
『
史
記
』
の

神
話
と
文
学
―
」（
福
島
正
『
鑑
賞
中
国
の
古
典
　
史
記
・
漢
書
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
）
所
収
）
は
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
、
伍
子
胥
変

文
の
神
話
性
を
詳
述
す
る
。
黄
亜
平
「
伍
子
胥
故
事
的
演
変
―
史
伝
系
統
与
敦
煌
変
文
為
代
表
的
民
間
系
統
的
対
比
」（『
敦
煌
研
究
』

二
〇
〇
三
―
二
）
は
、『
史
記
』
伍
子
胥
列
伝
、
伍
子
胥
変
文
、
元
曲
『
説
専
諸
伍
員
吹
簫
』
を
比
較
検
討
す
る
。

伍
子
胥
故
事
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
歴
史
書
の
み
な
ら
ず
各
地
で
の
民
間
伝
承
や
演
芸
・
芸
能
の
中
で
継
承
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
お
い
て
敦
煌
写
本
「
伍
子
胥
変
文
」
は
、
民
間
で
の
伍
子
胥
物
語
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重
な
文
献
で
あ
り
、
伍
子
胥
を
主

人
公
と
し
て
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
つ
な
ぎ
、
聴
衆
の
嗜
好
に
合
わ
せ
て
創
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
変
文
は
子
胥
を
中
心
に
展

開
す
る
物
語
で
あ
り
、
先
行
故
事
を
改
変
潤
色
し
、
語
り
物
と
し
て
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
の
工
夫
や
仕
掛
け
を
用
意
す
る
。
伍

子
胥
変
文
は
先
行
の
故
事
を
ど
う
改
変
し
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
仕
掛
け
を
用
い
て
い
る
の
か
、
本
稿
で
は
伍
子
胥
変
文
の
娯
楽
性

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

伍
子
胥
変
文
に
は
、
ア
ー
サ
ー
・
ウ
ェ
レ
―
（A

rthur W
aley

）
の
英
語
訳
が
“B

allads and Stories from
 T

un-huang

”（L
ondon, 

G
eorge A

llen &
 U

nw
in L

td. 1960

）
に
、
入
矢
義
高
の
日
本
語
訳
が
『
仏
教
文
学
集
』（
平
凡
社
、
中
国
古
典
文
学
大
系
六
〇
）
に
あ
る
。
校

録
・
校
注
本
に
、
黄
徴
・
張
涌
泉
『
敦
煌
変
文
校
注
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七
、
以
下
『
校
注
』
と
略
称
）、
項
楚
『
敦
煌
変
文
選
注
（
増



敦
煌
写
本
「
伍
子
胥
変
文
」
に
つ
い
て

二
七

訂
本
）』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
、
以
下
『
選
注
』
と
略
称
）
が
あ
る俉
。
本
稿
で
の
原
文
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用
い
、
欠

字
は
□
、〔
　
　
〕
で
示
し
、
誤
字
は
（
　
　
）
に
正
す
。
文
字
の
確
定
や
語
釈
は
『
校
注
』、『
選
注
』、
入
矢
訳
な
ど
を
参
照
す
る
。

一　

鈔
本
に
つ
い
て

伍
子
胥
変
文
の
鈔
本
は
次
の
四
点
あ
り
、
と
も
に
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
識
語
を
欠
く
。
各
鈔
本
に
つ
い
て
、
存
行
数
、
首
部
と
尾
部
、

参
照
に
備
え
『
選
注
』
で
の
該
当
頁
数
を
付
記
す
る
。

①
Ｐ
三
二
一
三
。
存
二
八
行
。「
昔
周
国
欲
末
、
六
雄
競
起
、
八
□
諍
侵
。
～
何
得
信
受
魏
陵
之
言
（
三
～
四
頁
）」

②
Ｓ
六
三
三
一
。
存
一
三
行
「〔
上
欠
〕
孝
之
心
、
□
来
救
吾
之
難
、
～
由
如
鈍
鳥
盪
、
泉
魚
〔
下
欠
〕（
一
一
）」

③
Ｓ
三
二
八炻
。
存
三
七
三
行
。「
今
却
返
具
述
胥
言
～
朕
夢
見
忠
臣
仵
（
伍
）
子
胥
言
、
越
将
兵
来
〔
下
欠
〕（
一
四
～
一
二
四
）」

④
Ｐ
二
七
九
四
ｖ
。
存
九
三
＋
二
＋
三
七
行
。「
喚
言
仵
（
伍
）
相
物
（
勿
）
懐
擬
（
疑
）
～
還
是
諸
天
威
力
化
（
二
二
～
五
五
）」

（
空
白
）「
欲
如
何
、
遂
擲
宝
鐱
（
剣
）
於
江
中
、
放
神
光
光
而
峨
（
煥
）
爛
、
江
神
遥
聞
鐱
剣
時
（
五
六
・
五
七
）」、（
空
白
）、「
悲
歌

而
嘆
曰
、
大
江
海
兮
淼
無
辺
～
遂
乃
身
軽
体
健
、
踴
躍
不
（
空
白
）（
五
九
～
七
五
）」

①
の
首
部
は
最
初
の
行
に
二
、
三
字
分
の
欠
落
（
空
白
か
）
が
あ
り
、「
昔
周
国
欲
末
」
と
始
ま
り
、
尾
部
は
「
何
得
信
受
魏
陵
之

言
」
で
書
き
止
め
ら
れ
、
一
行
分
の
空
白
の
あ
と
、
異
な
る
筆
跡
で
別
の
文
献
が
書
写
さ
れ
る昱
。
①
に
は
、
楚
の
名
君
・
平
王
と
賢

臣
・
伍
奢
、
そ
の
息
子
で
鄭
の
臣
の
兄
・
子
尚
と
梁
の
臣
の
弟
・
子
胥
の
紹
介
で
始
ま
り
、
平
王
の
太
子
の
嫁
取
り
に
ま
つ
わ
る
事

件
が
書
写
さ
れ
、
伍
奢
が
平
王
を
諫
め
る
場
面
で
終
わ
る
。
こ
の
事
件
は
『
左
伝
』
昭
公
十
九
年
に
す
で
に
み
え
、『
史
記
』
伍
子
胥

列
伝
（
以
下
「
列
伝
」
と
略
称
）
に
も
記
載
さ
れ
る棈
。

②
は
Ｔ
字
型
に
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
紙
片
で
、
中
央
六
行
の
全
文
は
残
る
が
、
前
四
行
と
後
三
行
は
下
半
分
が
欠
落
す
る
。
②
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二
八

に
は
兄
の
子
尚
が
父
か
ら
の
呼
び
寄
せ
状
を
受
け
取
り
、
楚
行
き
を
決
め
子
胥
に
会
い
に
行
く
が
、
子
胥
は
書
状
は
偽
で
自
分
は
行

か
ぬ
と
い
う
場
面
が
整
っ
た
筆
跡
で
書
写
さ
れ
る
。
列
伝
に
は
伍
奢
の
書
状
の
記
載
は
な
い鋹
。
①
と
②
の
鈔
本
の
内
容
か
ら
、
伍
子

胥
変
文
の
冒
頭
部
分
の
内
容
が
得
ら
れ
る
。

③
は
首
部
と
尾
部
が
欠
け
て
は
い
る
が
、
伍
子
胥
変
文
の
大
半
が
、
端
正
な
筆
で
書
写
さ
れ
る
。

④
の
紙
表
は
「
大
乗
四
法
経
論
及
広
釈
開
决
記
　
大
蕃
国
大
徳
三
蔵
法
師
沙
門
法
成
集
」
と
首
題
が
あ
り
、
末
尾
に
「
癸
丑
年
八

月
下
旬
九
日
於
沙
州
永
康
寺
集
畢
記
」
の
識
語
が
あ
る
。
李
正
宇
に
よ
る
と
「
永
康
寺
」
は
、
吐
蕃
占
領
期
に
の
み
見
え
る
名
で
あ

り
、「
癸
丑
年
」
を
八
三
三
年
に
推
定
し
て
い
る曻
。
伍
子
胥
変
文
は
そ
の
紙
背
に
書
か
れ
、
筆
跡
が
異
な
る
三
つ
の
抄
写
か
ら
成
る
。

最
初
の
抄
写
は
比
較
的
整
っ
た
筆
跡
で
あ
る
が
、
後
に
行
く
に
つ
れ
書
き
方
が
乱
れ
る
。
二
番
目
は
二
行
の
み
の
習
字
、
三
番
目
は

大
き
さ
が
不
揃
い
で
硬
い
印
象
の
筆
跡
で
あ
る
。
こ
の
鈔
本
に
は
③
Ｓ
三
二
八
と
同
じ
場
面
の
書
写
が
あ
る
が
、
③
に
は
み
え
な
い

語
句
や
文
が
挿
入
さ
れ
、
③
の
表
現
に
よ
り
躍
動
的
な
描
写
を
加
え
て
い
る
（
後
出
）。
④
は
③
と
は
異
な
る
系
統
の
伍
子
胥
変
文
を

抄
写
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
抄
写
者
が
加
筆
し
た
も
の
な
の
か
は
、
鈔
本
の
性
質
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

①
②
③
に
は
重
複
す
る
部
分
が
な
く
、
①
②
③
の
順
に
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
し
て
お
り
、
幾
分
の
欠
落
が
あ
る
も
の
の
、
①
②
③

で
伍
子
胥
変
文
の
ほ
ぼ
全
文
が
得
ら
れ
る
。

二　

エ
ピ
ソ
ー
ド
構
成
に
つ
い
て

伍
子
胥
変
文
（
以
下
「
変
文
」
と
略
称
）
は
伍
子
胥
を
主
人
公
に
し
て
相
手
役
を
変
え
な
が
ら
物
語
が
進
行
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、

Ｐ
三
二
一
三
、
Ｓ
六
三
三
一
の
鈔
本
に
は
物
語
の
冒
頭
部
分
が
み
え
、
伍
子
胥
の
逃
走
の
発
端
と
な
る
事
件
が
描
か
れ
る
。
Ｓ
三
二

八
は
首
部
が
欠
落
し
て
は
い
る
が
、
伍
子
胥
物
語
の
大
半
が
残
る
。
そ
こ
で
Ｓ
三
二
八
の
鈔
本
に
つ
い
て
、
伍
子
胥
物
語
の
構
成
を



敦
煌
写
本
「
伍
子
胥
変
文
」
に
つ
い
て

二
九

検
討
し
て
ゆ
く
。

Ｓ
三
二
八
に
含
ま
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
そ
の
場
所
（
場
所
の
移
動
が
あ
る
場
合
は
「
→
」
で
示
す
）
と
子
胥
以
外
の
登
場
人

物
、『
選
注
』
で
の
当
該
部
分
の
頁
数
を
付
し
、
そ
の
場
面
の
概
要
を
記
す
。

①
楚
の
国
→
莽
蕩
山
。
平
王
、
使
者
、
伍
奢
、
子
尚
。（
一
四
～
一
九
）

楚
の
使
者
が
平
王
に
伍
子
胥
の
仇
討
ち
の
意
志
が
あ
る
の
を
報
告
す
る
と
平
王
は
怒
り
、
伍
奢
と
子
尚
を
殺
害
す
る
。
勅
令

で
子
胥
捕
縛
に
賞
金
を
か
け
、
楚
で
は
血
眼
に
な
り
子
胥
を
探
す
。
子
胥
は
莽
蕩
山
に
逃
れ
、
剣
を
撫
し
悲
歌
す
る
。

②
潁
水
の
ほ
と
り
。
紗
を
洗
う
女
。（
二
〇
～
二
三
頁
）

潁
水
ま
で
逃
げ
落
ち
、
川
辺
で
紗
を
洗
う
女
と
出
会
う
。
女
は
憔
悴
し
た
子
胥
の
姿
を
み
て
食
事
の
提
供
を
申
し
出
る
が
、

子
胥
は
そ
れ
を
断
る
。
女
の
再
度
の
勧
め
に
川
辺
で
食
事
を
と
っ
た
子
胥
は
、
女
に
真
実
を
あ
か
し
口
止
め
を
す
る
。
女
は
子

胥
の
身
を
安
ん
じ
な
が
ら
、
石
を
抱
い
て
川
に
身
を
投
げ
る
。
子
胥
は
慟
哭
す
る
。

③
川
の
ほ
と
り
。
子
胥
の
姉
、
二
人
の
甥
（
子
安
、
子
永
）。（
三
三
～
三
七
）

川
の
ほ
と
り
の
一
軒
家
に
食
を
求
め
立
ち
寄
る
。
婦
人
が
わ
が
弟
と
知
り
食
事
を
出
す
。
姉
は
弟
の
宿
命
を
嘆
き
、
子
胥
は

仇
討
ち
の
決
意
を
あ
ら
た
に
す
る
。
甥
た
ち
の
追
跡
を
、
子
胥
は
予
見
し
術
を
使
っ
て
逃
げ
の
び
る
。

④
川
の
ほ
と
り
。
子
胥
の
妻
。（
四
〇
～
五
五
）

川
の
ほ
と
り
の
一
軒
家
で
食
を
乞
う
。
妻
が
出
て
く
る
。
子
胥
は
そ
し
ら
ぬ
顔
で
食
を
乞
う
が
、
妻
は
す
ぐ
に
夫
だ
と
わ
か

り
、
薬
の
名
を
織
り
こ
ん
だ
会
話
で
確
か
め
る
が
、
子
胥
は
最
後
ま
で
し
ら
を
き
る
。
妻
は
子
胥
を
他
人
と
し
て
も
て
な
し
見

送
る
。
子
胥
は
二
度
と
見
破
ら
れ
ぬ
よ
う
、
そ
の
特
徴
の
あ
る
前
歯
を
石
で
叩
き
落
と
す
。

⑤
呉
江
北
岸
→
莽
蕩
山
→
呉
の
国
。
漁
師
。（
五
五
～
七
四
）
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呉
江
の
北
岸
に
到
着
し
広
大
な
河
を
目
に
す
る
。
蘆
に
隠
れ
て
い
た
子
胥
が
、
船
を
み
つ
け
渡
し
を
頼
む
。
漁
師
は
承
諾
し
、

子
胥
に
食
べ
物
を
と
家
に
戻
る
。
子
胥
は
疑
念
を
抱
く
が
、
漁
師
が
戻
り
食
事
を
し
船
を
出
す
。
子
胥
は
お
礼
に
璧
玉
を
贈
る

が
漁
師
は
受
け
取
ら
ず
、
宝
剣
を
差
し
出
す
が
断
ら
れ
て
、
剣
を
河
に
投
げ
捨
て
る
。
す
る
と
江
神
が
現
れ
剣
を
子
胥
に
返
す
。

河
を
渡
り
終
え
、
漁
師
は
子
胥
に
呉
に
行
く
よ
う
勧
め
、
呉
王
に
認
め
ら
れ
る
術
を
授
け
る
。
漁
師
に
口
止
め
す
る
と
、
漁
師

は
船
を
覆
し
て
死
ぬ
。
子
胥
は
慟
哭
し
逃
走
を
続
け
、
呉
国
に
到
着
す
る
。

⑥
呉
の
国
→
呉
軍
と
楚
軍
の
戦
闘
→
平
王
の
墓
所
→
河
岸
。
呉
王
、
楚
の
昭
王
、
魏
陵
。（
七
四
～
九
〇
）

呉
に
入
り
漁
師
の
教
え
通
り
に
し
呉
王
と
の
面
会
が
か
な
う
。
子
胥
は
呉
の
大
臣
と
な
り
よ
く
国
を
治
め
、
人
々
は
子
胥
の

仇
討
ち
を
か
な
え
た
い
と
兵
士
に
志
願
し
、
精
兵
九
十
万
が
集
ま
り
出
陣
す
る
。
呉
軍
は
昭
王
の
楚
軍
に
勝
利
し
、
昭
王
は
降

伏
す
る
。
昭
王
か
ら
平
王
の
墓
所
を
聞
き
出
し
た
子
胥
は
、
墓
を
暴
い
て
屍
骸
を
取
り
出
し
、
昭
王
と
魏
陵
の
心
肝
を
え
ぐ
り

取
り
、
河
岸
で
父
と
兄
の
霊
を
祭
る
。
平
王
の
骨
は
剣
で
切
り
つ
け
る
と
血
を
流
す
。
子
胥
は
平
王
の
骨
を
焼
き
す
て
、
昭
王

を
切
り
刻
み
河
に
投
げ
込
む
。
父
と
兄
の
遺
骸
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
樹
を
植
え
て
父
と
兄
の
か
た
し
ろ
と
し
た
。

⑦
鄭
の
国
。
鄭
王
、
漁
師
の
子
。（
一
〇
五
～
一
〇
六
）

子
胥
は
兵
を
収
め
て
、
梁
と
鄭
を
討
ち
に
行
く
。
兄
を
見
殺
し
に
し
た
鄭
王
に
書
状
を
送
る
。
子
胥
の
書
状
に
恐
れ
を
な
し

た
鄭
王
は
秘
策
の
持
ち
主
を
求
め
、
漁
師
の
息
子
が
名
乗
り
を
あ
げ
る
。
漁
師
の
子
は
か
つ
て
そ
の
父
が
子
胥
を
助
け
た
時
の

よ
う
に
、
船
上
に
歌
い
子
胥
を
お
び
き
出
す
。
子
胥
は
漁
師
の
子
と
知
り
子
に
詫
び
て
、
そ
の
子
に
免
じ
鄭
王
を
許
す
。
漁
師

の
子
は
楚
帝
と
な
り
、
楚
と
鄭
の
二
国
は
太
平
と
な
る
。

⑧
梁
の
国
→
潁
水
→
姉
の
家
。
呉
軍
、
梁
王
。
二
人
の
甥
。（
一
〇
八
～
一
一
〇
）

梁
に
向
か
う
。
梁
王
は
も
て
な
し
の
用
意
を
し
て
呉
軍
を
迎
え
、
梁
王
の
歓
待
を
う
け
た
呉
の
兵
士
た
ち
は
、
梁
王
を
許
す
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よ
う
子
胥
に
頼
み
、
子
胥
は
軍
を
引
き
上
げ
る
。
潁
水
に
至
り
、
女
の
恩
に
報
い
る
た
め
百
金
を
川
に
投
げ
入
れ
て
弔
う
。
そ

し
て
姉
の
家
に
向
か
い
、
二
人
の
甥
を
と
ら
え
奴
隷
と
し
た
。

⑨
妻
の
家
→
呉
の
国
。
子
胥
の
妻
、
呉
王
。（
一
一
二
～
一
一
六
）

妻
を
迎
え
に
家
に
行
く
が
、
妻
は
子
胥
を
家
に
入
れ
な
い
。
子
胥
は
か
つ
て
妻
を
欺
い
た
こ
と
を
何
度
も
詫
び
、
よ
う
や
く

妻
は
子
胥
を
許
し
、
連
れ
だ
っ
て
呉
に
帰
還
す
る
。
子
胥
の
軍
は
呉
に
凱
旋
し
、
子
胥
は
呉
の
宰
相
と
な
る
。

⑩
呉
の
国
。
越
王
勾
践
、
范
蠡
、
越
軍
、
呉
軍
、
呉
王
夫
差
、
宰
嚭
。（
一
一
九
～
一
二
四
）

越
王
勾
践
が
呉
へ
征
討
の
兵
を
出
す
が
、
子
胥
率
い
る
呉
軍
に
大
敗
し
軍
を
引
き
揚
げ
越
に
戻
る
。
呉
王
は
太
子
夫
差
に
子

胥
に
従
う
よ
う
遺
言
し
亡
く
な
る
。
呉
王
は
あ
る
夜
み
た
夢
を
佞
臣
・
宰
嚭
と
子
胥
に
解
か
せ
る
。
呉
が
滅
ぶ
と
い
う
子
胥
の

夢
解
き
に
呉
王
は
激
怒
し
、
子
胥
に
燭
玉
の
剣
を
与
え
死
を
賜
る
。
子
胥
は
越
軍
が
呉
に
攻
め
入
る
の
を
み
た
い
も
の
だ
と
、

自
分
の
頭
を
城
東
の
門
に
懸
け
る
よ
う
遺
言
し
自
死
す
る
。
子
胥
の
死
後
、
越
は
粟
四
万
石
の
借
り
入
れ
を
申
し
出
、
呉
王
は

粟
を
貸
す
。
越
は
蒸
し
た
粟
を
返
し
、
呉
で
は
粟
が
実
ら
ず
飢
饉
と
な
る
。
呉
が
飢
饉
と
な
っ
て
五
年
目
、
越
王
は
呉
に
軍
を

出
す
。
呉
の
民
は
餓
え
戦
う
気
力
も
な
い
。
呉
王
は
夜
、
越
軍
が
攻
め
て
き
ま
す
よ
と
い
う
伍
子
胥
の
夢
を
み
る
。

前
半
①
～
⑤
で
は
逃
亡
者
の
伍
子
胥
が
描
か
れ
、
後
半
⑥
～
⑩
で
は
呉
の
臣
と
し
て
の
伍
子
胥
が
描
か
れ
る
。

①
の
平
王
の
使
者
が
子
胥
を
取
り
逃
が
し
て
平
王
は
子
胥
捕
縛
の
勅
令
を
出
し
、
伍
奢
と
子
尚
を
殺
害
し
た
こ
と
、
⑤
の
子
胥
を

渡
し
助
け
た
漁
師
が
お
礼
の
剣
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
⑥
の
呉
が
楚
に
勝
利
し
子
胥
は
平
王
の
墓
を
暴
い
た
こ
と
、
⑩
の
子

胥
が
呉
王
夫
差
か
ら
死
を
賜
り
、
頭
を
城
東
の
門
に
懸
け
呉
が
越
に
滅
ぼ
さ
れ
る
の
を
見
た
い
と
遺
言
し
た
こ
と
な
ど
は
、
す
で
に

列
伝
に
み
え
、
変
文
は
大
筋
で
は
『
史
記
』
を
踏
襲
し
て
い
る彅
。
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ま
た
、
前
掲
の
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
変
文
は
後
漢
・
趙
曄
『
呉
越
春
秋
』（
以
下
『
呉
越
』
と
略
称
）

か
ら
多
く
題
材
を
と
り
、
列
伝
に
み
え
る
①
⑤
⑥
⑩
の
場
面
の
描
写
は
、『
呉
越
』
で
は
よ
り
多
く
の
描
写
が
加
わ
り
、
変
文
に
類
似

す
る
表
現
が
み
え
る丨
。
た
と
え
ば
列
伝
で
は
漁
師
の
自
死
を
記
載
し
な
い
が
、『
呉
越
』
は
子
胥
に
口
止
め
さ
れ
て
船
を
覆
し
て
自
死

す
る
漁
師
を
描
き
、
変
文
に
酷
似
す
る仡
。
ま
た
、『
呉
越
』
に
は
列
伝
に
は
な
い
②
の
潁
水
の
女
が
子
胥
を
助
け
て
自
死
す
る
話
、
⑦

の
漁
師
の
子
が
鄭
を
救
う
話
、
⑧
の
呉
に
凱
旋
す
る
途
中
で
潁
水
の
女
を
弔
い
川
に
百
金
を
投
ず
る
話
、
⑩
の
呉
が
越
に
粟
を
貸
し

越
が
蒸
し
た
粟
を
返
し
呉
が
飢
饉
に
な
る
話
な
ど
が
み
え
る仼
。
し
か
し
、『
呉
越
』
で
漁
師
の
後
に
登
場
す
る
女
は
変
文
で
は
子
胥
が

最
初
に
出
会
う
人
物
で
あ
り
、『
呉
越
』
で
は
子
胥
が
鄭
を
討
つ
の
は
、
鄭
王
が
楚
の
平
王
の
太
子
建
を
殺
害
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
変
文
で
は
兄
が
鄭
の
臣
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
な
ど
、『
呉
越
』
と
変
文
で
は
、
人
物
の
登
場
順
や
設
定
が
異
な
る伀
。

変
文
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
多
く
を
『
呉
越
』
に
取
材
す
る
が
、
意
図
的
に
改
変
し
て
い
る
。
変
文
で
は
あ
く
ま
で
も
子
胥
を
中
心
に
し

て
、
複
雑
な
人
間
関
係
を
単
純
化
し
わ
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。
兄
の
子
尚
を
鄭
の
臣
に
設
定
し
、
鄭
を
兄
の
仇
と
す
れ
ば
、
漁
師
の

子
の
話
も
取
り
込
み
や
す
い
。
漁
師
と
女
の
登
場
順
を
変
え
た
の
は
、
子
胥
は
当
初
越
に
行
く
つ
も
り
で
あ
る
の
を
漁
師
の
勧
め
で
変

更
す
る
と
い
う
設
定
に
し
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
長
い
逃
走
場
面
を
創
出
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
子
胥
が
仇
討
ち
の
固
い
決
意
を
胸

に
秘
め
、
飢
え
に
苦
し
み
な
が
ら
、
様
々
な
人
物
に
助
け
ら
れ
危
機
を
脱
出
し
て
、
呉
に
た
ど
り
つ
く
と
い
う
展
開
に
す
る
た
め
に
は
、

漁
師
の
助
け
で
呉
江
を
渡
り
、
呉
に
入
る
場
面
を
前
半
の
山
場
に
設
定
す
る
の
が
、
効
果
的
で
あ
る
と
変
文
作
者
は
考
え
た
の
で
あ
ろ

う
。
更
に
呉
江
を
渡
る
と
こ
ろ
で
、「
江
神
」
を
登
場
さ
せ
、
子
胥
が
投
げ
込
ん
だ
剣
を
「
江
神
」
が
受
け
取
り
、
子
胥
に
捧
げ
る
と

い
う
場
面
を
加
え
て
い
る伃
。「
江
神
」
の
登
場
の
背
景
に
は
当
時
の
水
神
・
伍
子
胥
へ
の
信
仰
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る伹
。

『
呉
越
』
で
は
、
川
辺
の
女
に
食
を
乞
う
て
い
た
子
胥
は
、
変
文
で
は
女
が
子
胥
の
憔
悴
の
様
子
に
声
を
か
け
て
、
食
事
を
用
意
す

る
。
⑧
の
場
面
の
女
へ
の
弔
い
は
『
呉
越
』
で
は
女
の
家
が
わ
か
ら
ず
、
仕
方
な
く
川
に
百
金
を
投
げ
入
れ
、
そ
の
後
、
女
を
弔
い



敦
煌
写
本
「
伍
子
胥
変
文
」
に
つ
い
て

三
三

に
来
た
老
婦
が
事
情
を
知
り
、
川
か
ら
百
金
を
受
け
取
っ
て
帰
っ
た
こ
と
を
記
す
が
、
変
文
で
は
そ
の
後
の
部
分
は
割
愛
す
る佖
。
変

文
は
必
要
に
応
じ
て
設
定
を
変
え
、
枝
葉
を
切
り
捨
て
単
純
化
し
て
い
る
。

先
行
文
献
に
み
え
ず
、
変
文
が
新
た
に
創
作
し
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
③
⑧
の
姉
と
甥
、
④
⑨
妻
、
⑧
の
梁
王
の
も
て
な
し
、
⑩

の
呉
王
の
夢
解
き
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
子
胥
が
呉
に
入
る
ま
で
に
出
会
う
人
物
と
し
て
親
族
を
登
場
さ
せ
、
新
し
い
見

せ
場
を
加
え
た
の
で
あ
る
。
②
の
姉
と
甥
の
場
面
に
は
甥
と
子
胥
の
道
術
比
べ
、
④
の
妻
の
場
面
に
は
薬
名
詩
と
い
う
趣
向
を
加
え
、

諧
謔
性
を
加
味
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
悲
壮
感
あ
ふ
れ
る
逃
走
場
面
に
、
少
し
面
白
み
を
加
え
る
演
出
を
ね
ら
っ
た
も
の
と
考

え
る
（
後
述
）。

変
文
は
、
前
半
で
潁
水
の
女
、
姉
と
甥
、
妻
、
漁
師
を
登
場
さ
せ
、
後
半
で
⑥
楚
に
勝
利
し
呉
に
帰
還
す
る
道
で
、
父
と
兄
を
の

霊
を
祭
り
、
⑦
漁
師
の
子
に
免
じ
て
鄭
王
を
許
し
て
漁
師
に
報
い
、
⑧
潁
水
の
女
を
弔
い
、
甥
に
報
復
し
、
⑨
妻
と
和
解
す
る
と
い

う
団
円
を
用
意
す
る
。
⑧
の
梁
王
の
登
場
は
、
子
胥
を
梁
の
臣
に
設
定
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
梁
王
の
兵
士
へ
の
歓
待
に

免
じ
梁
王
を
許
し
て
い
る
。
前
半
の
登
場
人
物
は
後
半
で
も
登
場
し
、
大
団
円
と
な
る
の
で
あ
る
。

最
後
の
⑩
呉
と
越
の
場
面
で
は
、
子
胥
は
父
の
伍
奢
と
同
じ
よ
う
に
佞
臣
を
信
じ
た
王
か
ら
死
を
賜
り
、
呉
滅
亡
の
予
言
を
残
し

自
死
す
る
。
そ
し
て
子
胥
の
言
葉
通
り
の
結
末
と
な
り
、
伍
子
胥
物
語
は
終
結
を
迎
え
る
。
変
文
で
は
子
胥
が
死
を
賜
る
契
機
は
、

呉
王
の
夢
解
き
で
あ
る
。『
呉
越
』
夫
差
内
伝
第
五
に
呉
王
が
夢
を
太
宰
嚭
と
公
孫
聖
に
解
か
せ
、
公
孫
聖
の
夢
解
き
に
激
怒
し
て
、

公
孫
聖
を
殺
害
し
た
話
が
み
え
る
。
夢
の
内
容
は
異
な
る
が
、
変
文
作
者
は
こ
こ
か
ら
着
想
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い侒
。

変
文
は
子
胥
を
中
心
に
物
語
を
展
開
さ
せ
る
た
め
に
、
従
来
の
故
事
を
時
に
改
変
し
、
時
に
新
し
く
創
作
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加

え
、
単
純
明
快
な
筋
立
て
と
聴
衆
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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三　

演
芸
と
し
て
の
特
徴

（
１
）
語
り
の
特
徴　

―
―　

多
彩
な
語
り
口
と
繰
り
返
し
の
パ
タ
ー
ン

伍
子
胥
変
文
の
前
半
（
①
～
⑤
）
と
後
半
（
⑥
～
⑩
）
で
は
、
そ
の
語
り
口
が
異
な
る
。
前
半
の
逃
走
場
面
で
は
、
大
半
は
四
六
句

か
ら
な
る
駢
体
で
、
時
に
押
韻
を
伴
う
賦
体
に
変
化
し
、
女
、
妻
、
姉
と
甥
、
漁
師
と
巡
り
会
い
の
中
で
、
子
胥
の
悲
壮
感
に
あ
ふ

れ
る
情
感
が
悲
歌
、
剣
歌
と
し
て
七
言
詩
で
歌
わ
れ
、「
按
剣
悲
歌
而
歎
曰
…
悲
歌
以
了
…
」「
遂
作
悲
歌
歎
曰
…
悲
歌
已
了
…
」
な

ど
き
ま
り
文
句
も
み
え
る侊
。
悲
歌
の
み
な
ら
ず
、
情
景
の
描
写
や
子
胥
の
言
動
や
心
の
動
き
、
登
場
人
物
と
の
会
話
が
七
言
の
詩
体

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
語
り
口
は
自
在
で
変
化
に
富
み
多
彩
で
あ
る
。
後
半
も
や
は
り
四
六
句
の
駢
体
を
主
と
す
る
が
、
詩
体

は
少
な
く
、
詩
体
は
楚
へ
の
進
軍
（
七
言
八
句
）、
漁
師
の
子
の
船
歌
（
五
言
六
句
）
女
へ
の
弔
い
（
七
言
一
六
句
）、
呉
へ
の
凱
旋
歌

（
七
言
一
六
句
）
の
み
で
あ
り
、
後
半
で
は
、
物
語
は
テ
ン
ポ
よ
く
語
ら
れ
る
。

前
半
部
分
の
語
り
口
の
変
化
が
わ
か
る
よ
う
に
、
詩
体
、
賦
体
の
部
分
、
詩
の
前
後
の
言
葉
な
ど
を
物
語
の
進
行
順
に
書
き
抜
い

て
簡
単
に
示
す
。
き
ま
り
文
句
は
太
字
で
示
す
。
駢
体
を
含
む
散
文
部
分
は
、「
→
」
で
記
し
内
容
は
略
す
。

①
使
者
の
報
告
（
七
言
詩
一
〇
句
）、
楚
帝
の
怒
り
（
賦
体
）
→
捕
縛
の
勅
（
賦
体
）
→
「
子
胥
行
至
莽
蕩
山
間
、
按
剣
悲
歌
而
歎

曰
、（
七
言
詩
一
二
句
）」
②
「
悲
歌
以
了
、
更
復
前
行
、
信
業
随
縁
、
至
於
潁
水
」
→
子
胥
と
女
の
出
会
い
（
七
言
詩
一
六
句
）
→
食

を
勧
め
る
女
の
言
（
七
言
詩
八
句
）
→
子
胥
の
返
事
（
七
言
詩
一
二
句
）・
女
の
言
と
身
を
投
げ
の
情
景
（
七
言
詩
二
四
句
）
③
「
子
胥

哭
已
、
更
復
前
行
」
逃
走
場
面
（
賦
体
）
→
姉
と
子
胥
の
会
話
（
七
言
詩
一
八
句
、
五
言
詩
四
句
）
→
道
術
比
べ
（
賦
体
）
→
④
一
軒

家
に
食
を
求
め
る
（
七
言
詩
、
語
り
八
句
、
妻
の
言
葉
八
句
、
子
胥
の
言
葉
一
二
句
）
→
（
駢
体
の
薬
名
詩
）
→
妻
の
心
情
と
子
胥
の
嘘
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（
七
言
詩
三
〇
句
、
語
り
二
句
、
子
胥
の
言
八
句
）
→
⑤
「
遂
至
呉
江
北
岸
、
慮
恐
有
人
相
掩
、
潜
身
伏
在
蘆
中
、
按
剣
悲
歌
而
歎
曰

（
七
言
詩
二
〇
句
）」「
悲
歌
以
了
、
行
至
江
辺
遠
盻
」
→
「
忽
見
魚
人
覆
船
而
死
、
子
胥
愧
荷
魚
人
、
哽
咽
悲
啼
不
已
、
遂
作
悲
歌
歎

而
曰
」（
七
言
詩
八
句
）、「
悲
歌
已
了
、
更
伏
（
復
）
前
行
」
逃
走
場
面
（
賦
体
、
四
字
句
）
→
「
思
憶
帝
郷
、
乃
為
歌
曰
（
七
言
詩

二
八
句
）」「
悲
歌
已
了
、
逃
走
場
面
（
四
字
句
、
賦
体
）、
剣
歌
已
了
」
→
　
即
至
呉
国
。

各
場
面
の
終
結
部
は
、
①
②
④
は
七
言
詩
で
情
感
や
情
景
を
歌
い
上
げ
劇
的
に
し
め
く
く
り
、
③
は
賦
体
で
甥
た
ち
が
、
子
胥
の

術
に
は
ま
る
光
景
が
コ
ミ
カ
ル
に
語
ら
れ
（
後
出
）、
⑤
は
故
郷
を
思
う
長
い
悲
歌
の
後
、
剣
を
手
に
苦
難
の
道
を
も
ろ
と
も
せ
ず
に
、

呉
へ
と
向
か
う
子
胥
の
姿
を
軽
快
に
語
る
。
各
場
面
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
効
果
的
に
演
出
す
る
語
り
の
ス
タ
イ
ル
が
選
択
さ
れ
る
。

こ
こ
に
⑤
の
終
結
部
分
を
引
用
す
る
。
こ
の
部
分
に
は
Ｐ
二
七
九
四
ｖ
の
加
筆
が
多
く
、
加
筆
部
分
を
〔
　
　
〕
で
記
す
。

我
所
思
兮
道
路
長
，
涉
江
水
兮
入
呉
鄉
。
父
兄
冥
莫
知
何
在
、
遷
（
零
）
丁
遣
（
遺
）
我
独
栖
（
恓
）
惶
。
…
（
中
略
）
…
願

我
平
安
達
前
所
、
行
無
滞
碍
得
通
流
。
儻
若
呉
中
遇
明
主
、
興
兵
先
斬
魏
陵
頭
。
悲
歌
已
了
、
由
懷
慷
慨
。
北
背
楚
関
、
南
登

吳
会
。
厲
（
属
）
逢
天
暗
、
雲
陰
靉
臥
（
靆
）、
失
路
傍
徨
、
山
林
摧
滞
。
怪
鳥
成
群
、
虫
狼
作
隊
。
禽
号
姓
ゝ
（
狌
ゝ
）、
獣
名

狒
ゝ
。
忽
示
（
尔
）
心
驚
、
拔
剣
即
行
。〔
匣
中
光
出
、
遍
野
精
明
、
中
有
日
月
、
北
斗
七
星
。〕
心
雄
慘
（
熾
）
烈
、
不
懼
千

兵
。〔
平
王
捉
我
、
事
未
消
寧
、〕
儻
被
擒
獲
、
百
死
無
生
。〔
偷
蹤
竊
道
、
飲
気
吞
声
、
風
吹
草
動
、
即
便
蔵
形
。〕
剣
歌
已
了
、

更
復
前
行
。〔
北
跨
広
陵
、
南
登
呉
会
、
関
津
忽
（
急
）
切
、
州
懸
（
県
）
厳
加
、
勒
鋪
交
横
、
鎮
戍
相
続
。
潜
身
避
影
、〕
一
歩

一
前
、
不
経
旬
月
之
間
、
即
至
呉
国侚
。

わ
が
思
う
故
郷
道
の
り
遠
く
、
呉
江
を
渡
り
呉
郷
に
入
る
。
父
兄
は
冥
莫
い
ず
こ
に
あ
る
や
、
一
人
残
さ
れ
孤
独
が
さ
い
な

む
。
…
願
わ
く
は
無
事
た
ど
り
つ
き
、
支
障
な
く
通
れ
る
よ
う
に
。
も
し
呉
に
て
明
主
に
遇
え
ば
、
兵
を
興
し
魏
陵
の
首
を
う
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ち
取
ら
ん
。
悲
歌
終
わ
り
、
慷
慨
い
だ
き
、
北
は
楚
関
を
背
に
南
は
呉
会
へ
と
向
か
う
。
た
ち
ま
ち
天
は
暗
く
雲
た
な
び
き
、

道
を
失
い
山
林
に
倒
れ
込
む
。
怪
鳥
群
れ
成
し
、
獣
は
隊
成
し
、
狌
狌
と
や
ら
、
狒
狒
と
や
ら
。
ふ
と
心
乱
れ
、
剣
を
抜
き
つ

き
進
む
。〔
鞘
か
ら
光
が
あ
ふ
れ
だ
し
、
一
面
の
野
は
明
る
く
照
り
は
え
、
中
に
日
・
月
、
北
斗
七
星
あ
り
。
心
激
し
く
奮
い
立

ち
、
千
兵
を
も
懼
れ
な
い
。〔
平
王
我
を
捕
ら
え
よ
う
も
、
そ
う
は
事
は
運
ば
な
い
。〕
捕
ら
え
ら
れ
れ
ば
、
一
巻
の
終
わ
り
。

〔
抜
け
道
を
行
き
息
を
ひ
そ
め
、
風
が
吹
き
草
が
動
け
ば
、
す
ぐ
身
を
隠
す
。〕
剣
歌
終
え
て
、
更
に
進
む
。〔
北
は
広
陵
を
こ
え
、

南
は
呉
会
に
登
り
、
関
も
津
も
緊
迫
し
、
州
県
は
厳
重
警
備
、
巡
視
は
ひ
っ
き
り
な
し
、
兵
営
は
至
る
所侔
。
身
を
ひ
そ
め
、
一

歩
一
歩
、
ひ
と
月
た
た
ぬ
間
に
呉
国
に
到
着
す
る
。

（
２
）
諧
謔
性　

―
―　

道
術
比
べ
と
薬
名
詩

③
の
甥
と
子
胥
の
道
術
比
べ
の
場
面
と
④
の
薬
名
詩
の
場
面
を
引
用
す
る
。

③
の
終
結
部
の
甥
が
追
っ
て
く
る
の
を
予
見
し
た
子
胥
が
術
を
使
っ
て
逃
れ
る
場
面
。

行
得
廿
余
里
、
遂
乃
眼
瞤俍
、
画
地
而
卜
、
占
見
外
甥
来
趁
。
用
水
頭
上
攘
之
、
将
竹
挿
於
腰
下
、
又
用
木
劇
（
屐
）
到
（
倒
）

着
、
並
画
地
戸
天
門
、
遂
即
臥
於
蘆
中
、
呪
而
言
曰
、
捉
我
者
殃
、
趁
我
者
亡
、
急
ゝ
如
律
令
。
子
胥
有
両
箇
外
甥
、
子
安
子

永偀
、
少
解
陰
陽
、
遂
即
画
地
而
卜
、
占
見
阿
舅
頭
上
有
水
、
定
落
河
傍
、
腰
間
有
竹
、
塚
墓
城
（
成
）
荒
、
木
劇
（
屐
）
到
（
倒
）

着
、
不
進
傍
（
彷
）
徨
。
若
着
此
卦
、
必
定
身
亡
。
不
假
尋
覓
、
廃
我
還
郷
。
子
胥
屈
節
看
文
、
乃
見
外
甥
不
趁
、
遂
即
奔
走
、

星
夜
不
停倢
。

二
十
余
里
ほ
ど
ゆ
く
と
、
目
が
ぴ
く
ぴ
く
し
、
地
面
に
描
い
て
占
う
と
、
甥
が
追
っ
て
く
る
と
出
た
。
頭
か
ら
水
を
か
ぶ
り

竹
を
腰
に
さ
し
、
木
下
駄
を
逆
さ
に
は
き
、
天
門
地
戸
を
描
い
て
、
蘆
の
中
に
伏
せ
、
呪
文
を
唱
え
る
。「
我
を
捕
ら
え
る
者
に
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禍
を
、
我
を
追
う
者
は
滅
び
よ
、
急
急
如
律
令
。」
子
胥
の
二
人
の
甥
、
子
安
子
永
は
陰
陽
を
少
し
解
し
、
地
に
描
い
て
占
う
と
、

叔
父
の
頭
に
水
が
あ
り
、
き
っ
と
河
に
落
ち
た
も
の
、
腰
に
竹
が
あ
り
、
墓
が
荒
れ
果
て
る
こ
と
、
木
下
駄
を
さ
か
さ
ま
に
履

く
は
、
前
に
進
ま
ず
と
い
う
こ
と
。
こ
の
卦
に
よ
れ
ば
、
き
っ
と
死
ん
で
い
る
。
探
す
は
無
用
と
す
て
お
き
、
家
に
戻
っ
て
行
っ

た
。
子
胥
は
腰
を
か
が
め
卦
を
み
て
、
甥
は
追
わ
ず
と
あ
り
、
日
夜
ひ
た
す
ら
先
を
急
い
だ
。

④
夫
と
思
う
妻
と
そ
れ
を
認
め
ぬ
子
胥
と
の
会
話
。
薬
名
詩
は
薬
の
名
を
用
い
た
語
呂
あ
わ
せ
で
言
葉
遊
び
の
一
種
で
あ
り
、
唐

代
に
は
か
な
り
流
行
し
て
い
た俿
。
妻
の
言
葉
の
一
部
を
引
用
す
る
。
傍
線
部
は
薬
名
で
あ
る
。

妾
是
仵
茄
（
五
加
）
之
婦
細
辛
、
早
仕
於
梁
、
就
礼
未
及
当
帰
、
使
妾
閑
居
独
活
。
…
（
中
略
）
…
聞
君
乞
声
厚
朴
、
不
覚
躑

躅
君
前
。
謂
言
夫
壻
麦
門
、
遂
使
蓯
蓉
緩
步
。
看
君
龍
歯
、
似
妾
狼
牙
。 

桔
梗
若
為
、
願
陳
枳
殻
。

私
は
伍
家
の
嫁
・
細
辛
、（
夫
は
）
早
く
梁
に
仕
え
、
婚
礼
あ
げ
た
が
帰
っ
て
こ
な
い
、
私
は
一
人
寂
し
く
暮
ら
す
。
…
君
の

乞
う
声
厚
朴
で
、
思
わ
ず
前
に
た
ち
も
と
お
る
。
夫
が
帰
っ
て
来
た
か
と
思
い
、
従
容
と
し
て
歩
み
寄
る
、
み
れ
ば
君
の
そ
の

龍
歯
、
我
が
郎
君
の
歯
に
似
た
り
。
胸
の
内
は
い
か
ば
か
り
、
ど
う
か
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い倞
。

以
上
の
他
に
も
③
の
姉
が
弟
に
差
し
出
し
た
食
事
の
意
味
を
解
い
た
こ
と偆
、
⑩
の
呉
王
の
夢
解
き
な
ど
、
謎
解
き
や
占
い
の
類
を

盛
り
込
み
、
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫
が
み
え
る
。
ま
た
、
変
文
に
俗
諺
や
故
事
成
語
な
ど
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
も
諧
謔
的
効
果

を
狙
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に
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伍
子
胥
変
文
を
語
り
の
演
芸
と
し
て
み
る
と
、
筋
立
て
が
わ
か
り
や
す
く
、
各
場
面
に
山
場
が
用
意
さ
れ
、
随
所
に
聴
衆
を
楽
し

ま
せ
る
仕
掛
け
を
盛
り
込
ん
だ
、
娯
楽
性
あ
ふ
れ
る
作
品
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
多
彩
な
語
り
口
か
ら
、
こ
の
当
時

の
伍
子
胥
語
り
の
流
行
を
想
像
す
る
。
変
文
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
大
半
は
、
先
行
の
文
献
に
記
載
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
が
、
変
文
に
し

か
み
ら
れ
な
い
モ
チ
ー
フ
も
あ
り
、
変
文
作
者
の
存
在
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
加
筆
潤
色
の
あ
る
鈔
本
の
存
在
が
何
を
意
味
す
る

の
か
、
鈔
本
の
レ
ベ
ル
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
も
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
（
1
）
伍
子
胥
故
事
に
つ
い
て
は
顧
永
新
「
伍
子
胥
故
事
叢
考
」（『
国
学
研
究
』
第
一
〇
巻
、
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
が
あ
り
、
李
寿
卿

「
説
専
諸
伍
員
吹
簫
」
を
中
心
に
し
て
出
典
を
あ
げ
る
。

（
2
）『
敦
煌
変
文
論
文
録
』
下
冊
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
二
）
再
録
。

（
3
）
蘇
瑩
輝
『
敦
煌
論
集
』（
台
北
、
学
生
書
局
、
一
九
八
三
）
再
録
。

（
4
）
中
国
語
訳
に
蔡
振
念
訳
「
伍
子
胥
変
文
及
其
来
源
（
上
・
中
・
下
）」（『
中
華
文
化
復
興
月
刊
』（
台
湾
）（
上
）
一
六
‐
七
、（
中
）
一
六
‐

八
、（
下
）
一
六
‐
九
、
一
九
八
三
）。

（
5
）
張
栄
芳
「
趙
曄
与
《
呉
越
春
秋
》」（
張
栄
芳
『
秦
漢
史
論
集
』
広
州
、
中
山
大
学
出
版
社
、
一
九
九
五
）
参
照
。

（
6
）
王
重
民
等
『
敦
煌
変
文
集
』（
北
京
人
民
出
版
社
、
一
九
五
七
初
版
、
一
九
八
四
重
版
）
の
刊
行
以
来
、
そ
の
録
文
に
関
す
る
校
記
の
類
が
多

く
発
表
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
黄
徴
・
張
涌
泉
『
校
注
』、
項
楚
『
選
注
』
に
取
り
込
ま
れ
る
。

（
7
）
こ
の
鈔
本
の
紙
背
に
「
列
国
伝
」
の
文
字
が
あ
り
、『
英
蔵
敦
煌
文
献
（
漢
文
仏
経
以
外
部
分
）』（
四
川
人
民
出
版
社
）
で
は
こ
れ
を
「
背
題
」

と
す
る
が
、『
校
注
』（
一
七
頁
）
に
栄
新
江
氏
の
調
査
で
は
背
題
は
ペ
ン
で
書
き
で
原
巻
の
背
題
で
な
い
と
記
す
。

（
8
）
敦
煌
研
究
院
編
『
敦
煌
遺
書
総
目
索
引
新
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
〇
）
は
「
釈
子
賛
頌
文
」
と
題
し
、『
法
国
国
家
図
書
館
蔵
敦
煌
西
域

文
献
』
で
は
「
釈
門
文
範
」
と
題
す
。『
校
注
』（
一
七
頁
）
に
よ
る
と
、
紙
背
に
祭
文
五
篇
が
書
写
さ
れ
、
そ
こ
に
「
甲
子
」
の
紀
年
が
あ
り



敦
煌
写
本
「
伍
子
胥
変
文
」
に
つ
い
て

三
九

吐
蕃
占
領
期
の
書
写
と
し
て
い
る
。

（
9
）『
左
伝
』
昭
公
十
九
年
「
芽
陽
封
人
之
女
、
奔
之
生
大
子
建
。
及
即
位
、
使
伍
奢
為
之
師
。
費
無
極
為
少
師
、
無
寵
焉
、
欲
譖
諸
王
曰
、
建
可

室
矣
。
王
為
之
聘
於
秦
、
無
極
与
逆
勧
王
、
取
之
。
正
月
、
楚
夫
人
嬴
氏
至
自
秦
」。

（
10
）
Ｓ
六
三
三
一
に
「
詐
作
慈
父
之
書
」
と
あ
る
。

（
11
）
李
正
宇
「
敦
煌
地
区
古
代
祠
廟
寺
観
簡
志
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
一
九
八
八
―
一
・
二
）

（
12
）
列
伝
「
追
者
在
後
。
至
江
、
江
上
有
一
漁
父
乗
船
、
知
伍
胥
之
急
、
乃
渡
伍
胥
。
伍
胥
既
渡
、
解
其
剣
曰
、
此
剣
直
百
金
、
以
与
父
。
父
曰
、

楚
国
之
法
、
得
伍
胥
者
賜
粟
五
万
石
、
爵
執
珪
、
豈
徒
百
金
剣
邪
。
不
受
」「
及
吳
兵
入
郢
、
伍
子
胥
求
昭
王
。
既
不
得
、
乃
掘
楚
平
王
墓
、

出
其
尸
、
鞭
之
三
百
、
然
後
已
」「
乃
使
使
賜
伍
子
胥
属
鏤
之
剣
、
曰
、
子
以
此
死
」「（
子
胥
）
乃
告
其
舍
人
曰
、
必
樹
吾
墓
上
以
梓
、
令
可

以
為
器
、
而
抉
吾
眼
縣
吳
東
門
之
上
、
以
観
越
冦
之
入
滅
吳
也
。
乃
自
剄
死
」。

（
13
）
①
⑤
⑥
の
場
面
は
『
呉
越
』
王
僚
使
公
子
光
伝
第
三
の
「
五
年
」
の
項
。
⑩
は
夫
差
内
伝
第
五
の
「
十
三
年
」
の
項
。
本
稿
で
は
四
部
叢
刊

所
収
『
呉
越
春
秋
』
を
用
い
る
。

（
14
）『
呉
越
』
に
「
子
胥
曰
請
丈
人
姓
字
。
漁
父
曰
今
日
凶
凶
両
賊
相
逢
、
吾
所
謂
渡
楚
賊
也
。
両
賊
相
得
、
得
形
於
黙
。
何
用
姓
字
為
。
子
為
蘆

中
人
、
吾
為
漁
丈
人
。
富
貴
莫
相
忘
也
」
と
あ
り
、
変
文
で
は
子
胥
に
姓
名
と
故
郷
を
問
わ
れ
た
漁
師
の
返
事
に
「
今
日
両
賊
相
逢
、
何
用
称

名
道
姓
。
君
為
蘆
中
之
事
（
士
）、
我
為
船
上
之
人
。
意
義
足
亦
可
知
、
富
貴
不
須
相
忘
」
と
あ
る
。

（
15
）『
呉
越
』
は
「
潁
水
」
で
な
く
「
瀬
水
」。
女
の
話
は
王
僚
使
公
子
光
伝
第
三
の
「
五
年
」、
⑦
漁
師
の
子
の
話
と
女
の
弔
い
の
話
は
闔
閭
内
伝

第
四
の
「
九
年
」、
呉
が
越
に
粟
を
送
り
越
が
蒸
し
た
粟
を
返
し
た
話
は
勾
践
陰
謀
外
伝
第
九
の
「
十
三
年
」
に
み
え
る
。

（
16
）
鄭
を
討
つ
話
は
史
記
に
も
あ
り
、
列
伝
「
白
公
勝
既
帰
楚
、
怨
鄭
之
殺
其
父
、
乃
陰
養
死
士
求
報
鄭
」
と
あ
る
、
白
公
勝
は
平
王
の
太
子
建

の
子
で
あ
る
。

（
17
）
金
文
京
「
読
書
ノ
ー
ト
「
伍
子
胥
列
伝
」
と
「
伍
子
胥
変
文
」」（
前
掲
）
は
、
変
文
で
は
「
水
」
と
「
剣
」
が
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
そ
こ

に
神
話
的
な
性
格
が
表
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
伍
子
胥
と
水
神
信
仰
と
剣
と
の
関
連
を
述
べ
、「
江
神
」
の
登
場
や
子
胥
が
人
と
出
会
う
場
所

が
常
に
川
べ
り
で
あ
る
こ
と
、
子
胥
は
様
々
な
場
面
で
「
剣
」
を
手
に
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
伍
子
胥
に
は
「
水
」
と
「
剣
」
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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（
18
）
王
三
慶
『
敦
煌
類
書
』（
高
雄
、
麗
文
公
司
、
一
九
九
三
）
四
七
四
頁
の
Ｐ
五
〇
〇
二
「
北
堂
書
抄
体
丙
」
の323-00-25

に
「
張
伯
達
不
憚

子
胥
之
神
、
王
少
林
不
畏
黧
亭
之
鬼
。
伍
子
胥
死
、
化
為
江
中
潯
濤
之
神
、
…
」
と
あ
る
。

（
19
）
王
三
慶
『
敦
煌
類
書
』
二
二
一
頁
「
類
林
、
報
恩221-25-03

」
に
『
呉
越
』
と
同
種
の
記
事
が
あ
る
。

（
20
）
変
文
の
⑩
越
軍
の
出
陣
の
場
面
に
勾
践
が
路
で
怒
る
蛙
を
馬
か
ら
下
り
て
抱
き
（「
路
逢
一
怒
蝸
（
蛙
）、
下
馬
抱
之
」）
兵
士
の
士
気
を
鼓
舞

し
た
話
が
あ
り
、『
呉
越
』
勾
践
伐
呉
外
伝
第
十
の
「
二
十
年
」
に
「
道
見
鼃
張
腹
而
怒
、
将
有
戦
争
之
気
、
即
為
之
軾
」
と
あ
り
、
こ
こ
か

ら
着
想
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。D

avid

　Johnson

参
照
。

（
21
）
金
文
京
「
敦
煌
変
文
の
文
体
」（『
東
方
学
報
（
京
都
）』
七
二
冊
、
二
〇
〇
〇
）
参
照
。

（
22
）
こ
の
部
分
の
韻
字
は
長
・
郷
・
惶
は
平
声
宕
摂
、
流
・
頭
は
平
声
流
摂
、
慨
・
会
・
臥
（
靆
）・
滞
・
隊
は
去
声
蟹
摂
、
明
・
星
・
兵
・
寧
・

生
・
声
・
形
は
下
平
声
、
梗
摂
。

（
23
）
原
文
「
勒
鋪
」
は
『
選
注
』
で
は
「
駐
兵
巡
防
之
処
」、「
鎮
戍
」
は
「
屯
兵
守
境
之
処
」
と
注
す
る
。

（
24
）
Ｐ
二
七
九
四
ｖ
は
、
こ
の
後
に
「
耳
熱
、
遂
即
」
の
字
あ
り
。
当
時
「
眼
瞤
」「
耳
熱
」
は
何
か
の
予
兆
だ
と
信
じ
ら
れ
、
予
兆
に
よ
る
占
い

も
敦
煌
文
献
に
あ
る
。
高
国
藩
『
敦
煌
民
俗
学
』（
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
九
）、『
敦
煌
古
俗
与
民
俗
流
変
』（
南
京
、
河
海
大
学
出
版
社
、

一
九
八
九
）、『
敦
煌
民
俗
資
料
導
論
』（
台
北
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
九
三
）、
黄
正
建
『
敦
煌
占
卜
文
書
与
唐
五
代
占
卜
研
究
』（
楽
苑

出
版
社
、
二
〇
〇
一
）
参
照
。

（
25
）
Ｐ
二
七
九
四
ｖ
は
「
子
安
子
永
」
の
後
「
至
家
有
一
人
食
処
、
知
是
胥
舅
、
不
顧
母
之
孔
懐
、
遂
即
生
悪
意
奔
遂
（
逐
）、
我
若
将
見
楚
帝
取

賞
、
必
得
高
遷
。
逆
賊
今
既
至
門
、
何
因
不
捉
。
行
可
十
里
、
遂
即
息
於
道
傍
、
子
永
」。
よ
り
詳
細
に
描
写
す
る
。

（
26
）
後
半
は
賦
体
、
韻
字
は
陽
・
傍
・
荒
・
徨
・
亡
・
郷
、
平
声
宕
摂
。

（
27
）
田
中
謙
二
「
薬
名
詩
の
系
譜
」（
薮
内
清
・
吉
田
光
邦
編
『
明
清
時
代
の
科
学
技
術
史
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
七
〇
）
参
照
。

（
28
）
薬
名
が
ど
ん
な
語
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
か
は
、
祝
鴻
烈
・
褚
良
才
「《
伍
子
胥
変
文
》
薬
名
詩
臆
詁
」（『
敦
煌
語
言
文
学
論
文
集
』
浙
江
古
籍

出
版
社
、
一
九
八
八
）、『
校
注
』、『
選
注
』、
入
矢
訳
な
ど
参
照
。

（
29
）
原
文
「
葫
蘆
盛
飯
者
、
内
苦
外
甘
也
、
苦
苣
為
虀
（
齏
）
者
、
以
苦
和
苦
也
。
義
合
遣
我
、
速
去
速
去
、
不
可
久
停
」。


